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一般会計　歳入
265億9,968万円
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平成19年度

決  算

平成19年度の市の決算がまとまりました。
一般会計は、平成 19年度も
無駄な支出を極力抑えたことにより、
3億 2,631 万円の黒字となりました。

　歳入全体としては0.1％（1,613
万円）の微増となりました。
　主な増減内容として、市税は、景
気対策のための暫定的な税負担軽
減措置として導入されていた定率
減税が廃止されたことや、所得税
（国税）から住民税（地方税）への税
源移譲が行われたことなどによ
り、7.2％（8億1,118万円）増加し
ました。
　また、国庫支出金が、児童手当の
拡充や春日原小学校の屋内運動場
などの整備に伴う補助金などによ
り、11.0％（2億9,004万円）増加
しました。
　一方で、地方譲与税が△75.2％
（7億2,847万円）、地方交付税が
△11.4％（4億4,758万円）と大幅
に減少しました。

3億2,631万円（  10億5,020万円）

3億8,666万円（  12億5,842万円）

262億1,302万円（253億2,513万円）

収入額

支出額

収支差引額（収入 -支出）

純黒字額※

265億9,968万円（265億8,355万円）
（　）内は 18年度

※　「純黒字額」とは、「収支差引額」から翌年度に繰り越して使うことが決まっている財源を引いた額です。

※本文中の「△」はマイナスを表します。

家計
簿

春日市の

103億7,258万円
39.6％

その他経費 毎年必ず支出が必要となる
固定的な経費
136億6,562万円
52.1％

義務的経費

将来に残るものに
支出する経費
21億7,482万円
8.3％

投資的経費

生活保護費や高齢者・
障害者への給付費など
52億2,621万円
19.9％

扶助費

人件費
職員の給与や議員など
の報酬
44億8,069万円
17.1％

公債費
借入金の返済金
39億5,872万円
15.1％

普通建設事業費など
道路や学校などの
建設費など
21億7,482万円
8.3％

補助費など
各種団体などへの補助
金や負担金など
42億7,102万円
16.3％

物件費
光熱水費や施設の維持管理費、
事務用品購入費など
29億5,338万円
11.3％

その他
維持補修費や積立金、
他会計繰出金など
31億4,818万円
12.0％

市が自主的に調達できるお金
159億4,148万円
59.9％

自主財源
国や県からの交付金や
銀行からの借入金
106億5,820万円

40.1％

依存財源
個人市民税や法人市民税、
固定資産税など
121億845万円
45.5％

市税

使用料・手数料など
市営住宅の家賃や保育料、公共施設の使用料など
11億2,387万円　4.2％

繰入金・繰越金など
前年度からの繰越金や他会計からの繰入金など
20億6,459万円　7.8％諸収入

県受託事業費や
各種教室受講料など
6億4,457万円
2.4％

地方交付税
全国どこでも必要最小限の
行政サービスが受けられるよう、
国が交付するお金
34億8,411万円
13.1％

国県支出金
特定の事業のために
国や県が交付するお金
43億2,360万円
16.3％

地方譲与税、
各種交付金など
国や県が徴収した税金の
一部を市に分配するもの
15億2,489万円
5.7％

市債
大きな事業を行うための
銀行などからの借入金
13億2,560万円
5.0％



一般会計　歳出
262億1,302万円

民生費 95億9,139万円 公債費 39億5,874万円 教育費 33億3,159万円
子どもや高齢者、障害
者などの福祉向上に

対前年度比
5.0％増 

市の借金の返済に

対前年度比
5.2％増 

教育（小・中学
校）や文化・ス
ポーツに

対前年度比
6.0％増 

土木費 28億2,026万円 衛生費 24億8,763万円 総務費 23億9,177万円 その他 16億3,164万円
道路や公園などの
補修や建設に

対前年度 5.3％増 

健康診断や
予防接種、ご
み処理など
に

対前年度比　3.1％減 　

行政の運営や戸籍、
税金徴収などに

対前年度比
1.8％増 

議会や農・商工業、消防などに

対前年度比 3.3％減 

民生費
8万8,181円
（36.6%）

公債費
3万6,396円
（15.1%）

教育費
3万630円
（12.7%）

土木費
2万5,929円
（10.8%)
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義務的経費
　前年度と比べると4.5%（5億8,357万円）増
加しました。
　児童手当の拡充などにより扶助費が4.6
％（2億2,824万円）、職員の退職により退
職手当を含む人件費が 3.7％（1億6,143
万円）および臨時財政対策債の償還の本
格化により公債費が 5.2％（1億9,390万
円）増加したことが主な要因です。

目的別にみると…
　目的別に分類することで、どの
ような分野にどのくらいのお金が
使われているか知ることができま
す。

市民1人あたりでみると…
※平成20年3月31日現在住基人口:10万8,769人

歳出総額　24万997円 衛生費　2万2,871円（9.5%)

総務費　2万1,990円（9.1%)

その他　1万5,000円（6.2%)

（　）内は、歳出に占める割合

性質別にみると…

　社会福祉制度の拡充などにより民生費が、また春日原小学校
屋内運動場・プール改築工事などにより教育費が、それぞれ増
加しています。衛生費の減少は、市民の皆さんの環境問題への

意識向上や行動の積み重ねにより、ごみの排出量が抑制され、
可燃ごみ焼却費が7,829万円、不燃ごみの処理費が3,142
万円減少したことが主な要因です。

投資的経費
　前年度と比べると33.0%（5億3,925万円）
増加しました。
　春日原小学校屋内運動場・プール改築
工事、春日原駅周辺整備事業および大土
居下の原線整備事業により、普通建設事
業費が34,7％（5億6,036万円）増加した
ことが主な要因です。

その他の経費
　前年度と比べると2.2%（2億3,493万円）減少しました。
　財政状況が厳しく、貯金に回す資金である積立金が減少したことが主な要因です。

　歳出全体としては3.5％（8億8,789万円）
増加しました。

103億7,258万円
39.6％

その他経費 毎年必ず支出が必要となる
固定的な経費
136億6,562万円
52.1％

義務的経費

将来に残るものに
支出する経費
21億7,482万円
8.3％

投資的経費

生活保護費や高齢者・
障害者への給付費など
52億2,621万円
19.9％

扶助費

人件費
職員の給与や議員など
の報酬
44億8,069万円
17.1％

公債費
借入金の返済金
39億5,872万円
15.1％

普通建設事業費など
道路や学校などの
建設費など
21億7,482万円
8.3％

補助費など
各種団体などへの補助
金や負担金など
42億7,102万円
16.3％

物件費
光熱水費や施設の維持管理費、
事務用品購入費など
29億5,338万円
11.3％

その他
維持補修費や積立金、
他会計繰出金など
31億4,818万円
12.0％
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　市の会計には、一般会計のほかに、特定の事業を行うための5つの特別会計があります。
　特別会計の決算状況は次のとおりです。

※　下水道事業会計の資本的収支の赤字分は、内部資金で補てんしています。

　特別会計には、一般会計で負担すべき経費への充当や財源不足の補てんのために、一般会
計から総額31億1,803万円が投入されました。
　特に、医療費の増加や国民健康保険税の減収などの要因により、国民健康保険事業特別会
計への繰出金が増加しています。
　また、駐車場事業特別会計は平成18年度で廃止されたため、平成19年度の繰出金額は0円
となっています。

一般会計から特別会計への繰出金の状況

経常特定財源
（児童手当や福祉手当など）

経常一般財源等収入①
（給料など）

貯金の取り崩しなど

経常特定財源充当分
経常経費充当一般財源②
（住宅ローンや光熱水費、
食費など）

車の購入費用など

経常的収入 臨時的収入

経常的経費 臨時的経費

経常収支比率＝②÷①×100

歳　
入

歳　
出

歳入（収入） 歳出（支出） 差引

国民健康保険事業特別会計
　国民健康保険の運営のための会計 99億7,625万円 97億91万円 2億7,534万円

老人保健医療事業特別会計
　老人医療の運営のための会計 69億7,562万円 68億7,521万円 1億41万円

介護保険事業特別会計
　介護保険の運営のための会計 37億6,886万円 37億2,136万円 4,750万円

土地取得事業特別会計
　公共用地先行取得事業のための会計 312万円 311万円 1万円

下水道事業会計
　下水道の管理・運営のための会計

収益的
収支 23億5,829万円 22億172万円 1億5,657万円

資本的
収支 24億1,484万円 31億1,629万円 △7億145万円※

平成18年度 平成19年度 増減額 伸び率

国民健康保険事業特別会計 10億9,669万円 12億154万円 1億485万円 9.6％

老人保健医療事業特別会計 6億6,614万円 7億652万円 4,038万円 6.1％

介護保険事業特別会計 5億3,384万円 5億5,739万円 2,355万円 4.4％

駐車場事業特別会計 5,764万円 0円 △ 5,764万円 皆減

土地取得事業特別会計 311万円 306万円 △5万円 △1.6％

下水道事業会計 6億4,484万円 6億4,952万円 468万円 0.7％

合計 30億226万円 31億1,803万円 1億1,577万円 3.9％

特別会計の決算状況
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　今後も、市を取り巻くこのような厳しい財政環境を
十分認識し、より一層事務事業を取捨選択しながら行
政運営に努めます。
　また、市民の皆さんが市の財政に関心を持つことは、
ひいては財政の健全化につながります。
　不明な点は、気軽に問い合わせてください。

　経常収支比率とは、「毎年確実に入り、使用目

的が限定されないお金（経常一般財源等収入）

が、毎年確実に必要とされる経費（経常経費充当

一般財源）にどれくらい割り当てられているか」

を表す比率です。

　家計に例えて、「①自由に使えるお金（経常一

般財源等収入）」＝「給料」、「②確実に必要とされ

る経費（経常経費充当一般財源）」＝「住宅ローン

や光熱水費、食費など必ず支払う費用」と置き換

えると、①から②を差し引いた残りが多いほど、

急な支出に柔軟に対応できるといえます。

常収支比率について

成19年度の経常収支比率は101.2％
　経常収支比率が100％を超えたということは、必ず支払わな

ければならない費用を支払うために給料だけでは不足したた

め、貯金などを取り崩して対応したということになります。

　この貯金が、市の財政でいうと「基金」であり、平成19年度は

財源不足を補うための「財政調整基金」などを取り崩して対応し

ました。

　図2が示すように、経常収支比率は年々上昇しています。これ

は、市の財政状況が柔軟性を欠き、より硬直化傾向にあることを

表しています。

図2　経常収支比率の推移

うして100％を超えたの？
　平成19年度に経常収支比率が100％を超えた主な要因とし

て、歳出では、市が過去に借り入れたお金の返済のための公債費

の増加や、職員の退職手当などによる人件費の増加などが挙げ

られます。これらは、近隣の自治体でも経常収支比率を上昇させ

る要因となっています。

　一方、歳入では、地方交付税が大幅に減少（4億4,758万円減）

したことや減税補てん特例交付金の廃止により地方特例交付金

が減少したこと（2億5,672万円減）、減税補てん債が廃止され

たことによる減少（1億2,080万円減）などが経常収支比率を上

昇させる大きな要因となりました。

　図3が示すように、地方交付税は年々減少傾向にあり、市の台

所を圧迫しています。

図3　地方交付税（普通交付税＋特別交付税）の推移

問い合わせ先　財政課　1（584）1111　5（584）1145

ど

経

平

図1　歳入および歳出の全体像と経常収支比率の関係図

経常特定財源
（児童手当や福祉手当など）

経常一般財源等収入①
（給料など）

貯金の取り崩しなど

経常特定財源充当分
経常経費充当一般財源②
（住宅ローンや光熱水費、
食費など）

車の購入費用など

経常的収入 臨時的収入

経常的経費 臨時的経費

経常収支比率＝②÷①×100

歳　
入

歳　
出

※1　類似団体とは、全国の市の中で、人口と産業構造が類似した団
体を指します。県内では、飯塚市、大牟田市、県外では東京都
武蔵野市、国分寺市、多摩市などが該当します。

※2　類似団体の平成19年度財政状況は、まだ公表されていません。

春日市の財政状況は？
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（１）職員数　445人（うち女性149人）、平均年齢　42.8歳
　　　　　　　　　（平成20年4月1日現在）

１　職員の任免と職員数の状況

　春日市がどのような人事行政を行っているのかを知ってもらうため、
職員数や給与の状況、勤務条件などをお知らせします。

　春日市は、民間委託などの行政改革に積極的に取り組んできた結果、
少数の職員で効率的な行政運営を行っていることが特徴です。

部門別職員数	

注　普通会計の職員数は、特別職（市長、副市長）およ

び公営企業等会計部門の職員（下水道・国民健康保険・

老人保健医療・介護保険・後期高齢者医療の業務に従

事する職員）を除くすべての職員の人数です。

職種
（採用職種）

平成19年度 平成20年度

採用者数 退職者数 採用者数

一般事務 8（3）人   11（2）人 11（3）人

文化財技師 − 1（0）人 −

保育士 −   1（1）人 −

技能労務職 −   3（3）人 −

合計 8（3）人 16（6）人 11（3）人

（２）採用者数と退職者数

※　（　）内は、女性の人数の内書き

春日市 Ａ市 Ｂ市 Ｃ市 Ｄ市

3.8人 4.1人 4.4人 4.7人 6.0人

※　人口に対する職員数（普通会計）は、春日市が全
国の市町村で最少となっています。

近隣4市との職員数比較
普通会計における人口1,000人当たりの職員数	

２　職員の給与の状況

（注）1. 職員の給与は、給料と諸手当の合計額です。

2. 給料は、職務の種類と内容、職責に応じて条例で定

められた給料表に基づく額が支給されます。

3. 手当は、扶養手当、通勤手当、期末手当、勤勉手当な

ど、該当する職員に条例で定められた算定方法に基

づく額が支給されます。

区分 一般行政職 技能労務職

初任給
大卒 17万2,200円 ー

高卒 14万4,500円 14万1,900円

平均年齢 42.3歳 55.6歳

平均給料月額 33万5,761円 39万7,388円

平均給与月額 40万8,100円 43万1,083円

	

職員の給与の状況（平成20年度）

　平成 19年度の退職者16人の補充として、平成20年度

に 11人を採用しました。

総務省自治行政局「類似団体別職員数の状況
（平成19年4月1日現在）」から作成

区分　
職員数 対前年

増減数平成19年度 平成20年度

議会事務局 6人 6人 0人

市長事務部局 348人 347人 ｰ 1人

教育委員会事務局 90人 86人 ｰ 4人

選挙管理委員会事務局 2人 2人 0人

監査事務局 3人 3人 0人

農業委員会事務局 1人 1人 0人

合計 450人 445人 ｰ 5人

お知らせします
春日市人事行政の運営などの状況

お知らせします
春日市人事行政の運営などの状況
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（１）勤務時間（平成20年度）

３　職員の勤務時間、その他の勤務条件
①1週間の勤務時間　

　38時間 45分（1日当たり7時間 45分）

②勤務時間の割り振り

　午前8時 30分から午後5時まで

　（休憩時間　午後0時 15分から午後1時まで）

　※　施設などにおける変則勤務あり。

項目 平成18年度 平成19年度

職員一人あたりの
平均年次有給休暇取得日数 13.4 日 14.0 日

（２）休暇
　休暇には、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇、

組合休暇があります。

　懲戒処分とは、職員に職務上の義務違反や公務員として

ふさわしくない非行がある場合に、公務における規律と秩

序の維持を目的に行う不利益処分のことをいいます。

区分 休職 降任 免職 合計

人数 12人 0人 0人 12人

　分限処分とは、職員が疾病などのためにその職責を果た

せない場合などに、公務能率の維持およびその適正な運営

の確保を図るために行う不利益処分のことをいいます。

４　職員の分限および懲戒処分の状況
（１）分限処分（平成19年度） （２）懲戒処分（平成19年度）

区分 戒告 減給 停職 免職 合計

人数 0人 0人 0人 0人 0人

　職員には、地方公務員法により、法令および上司の職務上

の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、

職務に専念する義務、政治的行為の制限、争議行為の禁止、

営利企業などの従事制限など、服務上の義務などが課せら

れています。

５　職員の服務の状況
（１）服務上の義務など

（３）営利企業などの従事の許可状況（平成19年度）

　職員の職務に専念する義務の特例に関する条例により、

研修を受ける場合、厚生に関する計画の実施に参加する場

合などに職務に専念する義務が免除されることがありま

す。

（２）職務に専念する義務の免除の状況（平成19年度）

項目 平成18年度 平成19年度

職務に専念する義務の免除 213件 225件

項目 平成18年度 平成19年度

育児休業取得者数
男性 0人 0人

女性 10人 11人

（３）育児休業

　職員は、営利企業の役員になったり、 報酬を得て事業や

事務に従事したりすることはできません。

　ただし、職務の遂行に支障や影響がなく、地方公務員とし

ての信用を傷つけるおそれがない場合は、許可されること

があります。　

項目 平成18年度 平成19年度

営利企業などの従事の許可 3件 6件

お知らせします　春日市人事行政の運営などの状況
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　職員の共済制度は、福岡県市町村職員共済組合に加入し、

共済組合が短期給付（医療）、長期給付（年金）、福祉事業（健

康保持増進事業、貸付事業など）を行っています。

　職員は、全体の奉仕者という立場から労働基本権の一部

が制限されています。このため、中立的な機関である公平

委員会に対して、身分上および経済上の権利・利益の保護を

求めることができるようになっています。

　平成19年度については、適正な勤務条件の確保に関する

「勤務条件に関する措置要求」、および身分保障を確実にす

るための「不利益処分に関する不服申立て」はありませんで

した。

　

　

　職員が、公務中または通勤中に被災した場合は、その災害

によって受けた傷病について治療費などが補償されます。

（１）職員の研修の状況（平成19年度）

６　職員の研修の状況・勤務成績の評定の状況

区分 主な内容・派遣先 コース・回数 受講人数

自主開催研修 管理職研修や文書事務研修など 7コース（17回） 205人

派遣研修 福岡県市町村職員研修所や市町村職員中央研修所など 95コース（95回） 163人

合計 102コース（112回） 368人

（２）勤務成績の評定の状況

　職員の日常の仕事ぶりや勤務態度を通じて、勤務成績を評価し、昇任や配置などの人事管理に活用しています。

　また、平成19年度は、組織の業績向上と人材育成を目的とする新たな人事評価制度の構築に取り組みました。

　総事業費　340万6,000円

７　職員の福祉などの状況
　地方公務員法の規定に基づき、職員の保健、元気回復その

ほか厚生に関する事項を計画的に実施しています。

　職員互助会は、会員の福利厚生に関する事業の実施や相

互扶助、親睦を図ることを目的としており、会員の掛金と市

助成金で運営しています。

　主な事業として福利厚生事業、慶弔給付事業、貸付事業を

行っています。

区分 平成19年度決算 平成20年度予算

会員の掛金 942万円 927万円

市の助成金 956万円 927万円

（５）公務災害・通勤災害の状況（平成19年度）　職員の健康を確保するため、健康診断を実施しています。

平成19年度受診者数 443人

区分 件数

公務災害 1件

通勤災害 0件

　問い合わせ先　総務課人事担当
　　1（584）1111　5（584）1145
　　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

（１）職員互助会

（２）職員の健康管理

（４）公平委員会の状況

（３）共済制度

お知らせします　春日市人事行政の運営などの状況
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母子家庭等日常生活支援事業
市は、母子・父子家庭や寡婦の人を対象に、「母子家庭等日常生活支援事
業」を行っています。
この事業は、技能習得のための通学や疾病などのために、一時的に

4 4 4 4

生活
援助や子育て支援が必要な場合、支援員を派遣して、身の回りの世話や保
育をするというものです。
この事業を利用するには、事前に登録と利用申請が必要です。
なお、利用回数の制限や、所得に応じての利用者負担金があります。
詳しくは、問い合わせてください。
申請・問い合わせ先　こども未来課母子児童担当

　　1（584）1111　5（584）1115

ひとり親家庭を支援します

募集します

図書館嘱託（司書）・臨時職員
　図書館の嘱託職員と臨時職員を募集します。
応募方法　平成21年1月10日㈯（消印有効）までに、必
要書類と返信用封筒（住所・氏名を記入し、120円切
手を張り付けたもの）を同封し、郵送する

○嘱託（司書）職員
業務内容　市民図書館での司書業務全般
対象　図書館法に規定する司書資格を有する人
採用期間　平成21年4月1日～平成22年3月31日（1
年間）

勤務日数　週5日（土・日曜日、祝日の勤務あり）
勤務時間（3パターンの交代制）　▷午前8時30分～午
後5時▷午前10時～午後6時30分▷正午～午後8
時30分

募集人員　若干名
報酬　月額17万2,000円程度（有給休暇・社会保険あ
り、交通費なし）

提出書類　▷作文「私が春日市民図書館でやってみた
いこと」（800字以内）▷司書資格証の写し▷履歴
書

○臨時職員
業務内容　市民図書館でのカウンター補助業務およ
び書架整理

対象　図書館法に規定する司書補資格を有する人（司

書資格でも可）
採用期間　平成21年4月1日～9月30日（6カ月）
勤務日数　週５日（土・日曜日、祝日の勤務あり）
勤務時間（2パターンの交代制）　▷午前8時30分～午
後5時▷午前10時～午後6時30分

募集人員　2人
報酬　日額6,000円程度（有給休暇・社会保険あり、交
通費なし）

提出書類　▷志望動機（200字以内）▷図書司書補（ま
たは図書司書）資格証の写し▷履歴書

※　いずれも書類審査のうえ、面接の日程は後日連絡し
ます（2月上旬予定）。
応募・問い合わせ先　春日市民図書館（〒816ｰ0831大
谷６ｰ24）

　　1（584）4646　5（584）3900 
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母子家庭の自立を支援します

母子家庭自立支援給付金
　市は、母子家庭自立支援給付金として、「自立支援教育
訓練給付金」と「高等職業訓練促進給付金」を給付してい
ます。
　この給付は、母子家庭の母の就職につながる能力開発
講座の受講や、就職に有利な資格取得に対して経済的支
援をすることにより、母子家庭の自立を促進することを

目的としています。
　給付金を希望する場合は、事前の手続きが必要です。
詳しくは、問い合わせてください。
申請・問い合わせ先　こども未来課母子児童担当

　　1（584）1111　5（584）1115

成人おめでとうございます

春日市成人式
　20歳の門出を祝う成人式を行います。
　式典のほか、新成人を中心とした成人式実行委員の企
画によるアトラクションもあります。
　ぜひ参加してください。
対象　昭和63年4月2日～平成元年4月1日に生まれた
人

※　春日市に住民登録をしている対象者には、12月中
旬に案内状を送ります。なお、住民登録をしていない
新成人も出席できます。
日時　平成21年1月12日㈪
午前10時～午後0時30分（開場　午前９時30分～）

場所　ふれあい文化センタースプリングホール（大谷６
ｰ24）

※　車での来場はご遠慮ください。
問い合わせ先　社会教育課

　　1（575）4121　5（593）7380

本人確認が必要です

住民票や戸籍謄本などの交付申請
　住民票や戸籍謄本などの交付申請の際は、窓口に来た
人の本人確認を行います。次のいずれかを持参してくだ
さい。
持参するもの　▷運転免許証▷住民基本台帳カード▷
パスポート▷身体障害者手帳など、顔写真付きで官
公署が発行したもの（有効期限内のもの）

※　いずれも持っていない場合は、健康保険証や年金手

帳、学生証、社員証など氏名と住所（または生年月日）
が記載されているもののうちから2種類以上を持参
してください。
　　なお、代理人の場合は、必ず委任状も必要です。
問い合わせ先　市民課

　　1（584）1111　5（584）1141
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素案に対する意見を募集します

高齢者福祉計画・介護保険事業計画
　市は、「高齢者福祉計画2009・第4期介護保険事業計
画」を策定しています。この計画は、平成21年度から23
年度までの高齢者福祉施策と介護保険事業の方向性を
示すために策定するものです。
　この計画の素案を公表し、市民の皆さんの意見を募集
します。集まった意見は、これに対する市の考え方とと
もに、整理した上で公表します。ただし、個々の意見に対
しての回答は行いません。
公表期間　12月1日㈪～26日㈮

公表場所　高齢課（市役所1階）または市ホームページ
募集方法　12月26日㈮（必着）までに、意見を書いた文
書を郵送かファックス、Ｅメールで送る（窓口提出
可）

問い合わせ先　高齢課高齢者支援担当（〒816-8501春
日市役所）

1（584）1111　5（584）3090
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
kaigo@city.kasuga.fukuoka.jp

年末年始

ごみの収集を休みます
○ごみ収集休み
　12月31日㈬～平成21年1月3日㈯
※　12月31日㈬の燃えるごみのみ、30日㈫に振替収
集します。

○し尿収集休み
　12月29日㈪正午～平成21年1月4日㈰

○自己搬入休み
▷クリーンパーク南部（燃えるごみ）
12月31日㈬午後3時～平成21年1月3日㈯　
▷春日大野城リサイクルプラザ（燃えないごみ）
　　12月30日㈫～平成21年1月3日㈯
問い合わせ先　ごみ減量推進課

1（584）1111　5（584）1147

学校・家庭・地域の連携で「共育」を

全小学校がコミュニティ・スクールに
　市教育委員会は、今年10月、新たに3校に学校運営協
議会を設置し、これにより市内全小学校がコミュニ
ティ・スクールとなりました（中学校のコミュニティ・ス
クールは2校）。
　コミュニティ・スクールとは、学校・家庭・地域の三者
が連携を強化し、それぞれが役割を発揮しながら子ども
の自立と成長を支援して「共育」を進めていく仕組みを
持つ学校で、保護者や地域住民、教職員などで構成する
学校運営協議会が組織されます。
　協議会では、学校の教育活動や取り組み、地域や家庭
での教育支援などが議論され、学校のみならず地域全体

の活性化も期待されます。
　関係者からは「学校活動に保護者・地域が積極的に参
加できる仕組みが出来た」「運動会を学校と合同開催し、
地域と学校の一体感が高まった」「地区祭りの準備や開
催に中学生が多く参加するようになった」などの声も聞
かれます。
　また、この協議会では学校評価にも取り組んでいま
す。学校評価の内容については、各学校のホームページ
などを利用して市民の皆さんにお知らせしていきます。
問い合わせ先　学校教育課

　　1（584）1129（直通）　5（584）1153

K A S U G A         C I T Y11



K A S U G A         C I T Y12

　11月8日、ふれあい文化センターで、春日市男女共同参

画地域づくり事業実行委員会による「かすが男女共同参

画フェスタ2008」が開催されました。

　男女がともに生き生きと活躍できる社会づくりなどを

目的に行っている同フェスタ。当日は開会式の後、全米初

のセクシュアルハラスメント事件に勝訴した実話をモデル

にした映画「スタンドアップ」を上映し、過酷な逆境を乗り

越える主人公の孤独な闘いを描いた内容に、参加者は深

く感動している様子でした。

　映画上映後はお昼をはさみ、男女共同参画に関する○

×クイズを実施。参加者は問題が読み上げられると、あら

かじめ配られていたうちわを使って回答し、正解者には景

品が渡されました。

　そのほかにも、市内のフラダンス教室の皆さんによる

踊りや、春日市女性の会やボランティアの皆さんによるバ

ザーにふろしき講座、介護用品の展示などに多くの人が参

加し、会場はにぎわいました。

　平成11年に「男女共同参画都市宣言」を行った春日市。

今後も市民一人一人が豊かなライフスタイルを創造する

まち「かすが」を目指して、さまざまな取り組みを行ってい

きます。

か 「連帯・協力・創造」〜より豊かな生き方を求めて〜

すが男女共同参画フェスタ

　11月8日、市役所大会議室で「第3回中学生英語暗唱

大会」が行われました。

　同大会は、春日市国際交流協会が行っているもので、

予選を含め市内の中学生46人が参加しました。

　大会では、審査員であるALT（外国語指導助手）の先生

や保護者など多くの人が見守る中、順番に壇上に立ち、

それぞれ事前に練習してきた課題文を暗唱。生徒たちは

緊張した面持ちで順番を待っていましたが、いざ出番が

来ると一転、ただ英文を話すだけでなく内容を伝えよう

と、身振り手振りなども交えながら工夫を凝らして発表

していました。

　入賞者は次のとおりです。

入賞者（敬称略）

○金賞

　▷河
こ う の

野美
み ゆ き

由貴（春日中学校1年生）

　▷門
もんぐち

口希
の ぞ み

望（春日北中学校2年生）

　▷吉
よしむら

村朋
と も か

華（春日野中学校2年生）

　▷金
かねとう

堂　圭
けい

（福岡女学院中学校3年生）

○銀賞

　▷渡
わたなべ

邉麻
ま い

衣（春日東中学校1年生）

　▷髙
たかみや

宮万
ま り

莉（春日北中学校2年生）

　▷染
そ め い

井草
そ う た

太（春日北中学校3年生）

英 それぞれが、それぞれの表現で発表

語暗唱大会



世 子どもも大人も世代を超えて

代間交流グラウンドゴルフ大会
　子どもからお年寄りまでが交流を深める「平成20年度

春日市スポーツフェスタ世代間交流グラウンド大会」が、

11月9日、市民スポーツセンターで行われました。

　当日は自治会ごとに各世代のメンバーでチームを構

成。20地区32チーム（計230人）が参加しました。

　初めて挑戦する子どもたちも、ベテランのお年寄りた

ちに手ほどきを受けながら、競技を楽しんでいました。

　当日の成績は次のとおりです。

成績

▷1位　下白水北A　▷2位　小倉　▷3位　松ヶ丘

中 響き渡るハーモニー

学校合同合唱祭
　11月6日、ふれあい文化センターで「第11回春日市立

中学校合同合唱祭」が行われました。

　市内各中学校の合唱コンクールで学年ごとに選ばれ

た代表18学級が出演する合同合唱祭。この日に向けて

練習を幾度となく積み重ねて来た生徒たちは、指揮と伴

奏に合わせ、美しい歌声を披露しました。

　どの学級も、合唱を終えた後は拍手に包まれながら、

すがすがしい笑顔を見せていました。

（広報レポーター　福
ふくやま

山正
ま さ み

美）

交 春日小学校おやじの会

通安全講習会
　11月16日、春日小学校で4年生から6年生の児童と保

護者を対象に、「秋の交通安全講習会」が行われました。

　これは、地域の子どもたちが自転車事故に遭わないよ

うに、交通安全への意識を高めることを目的に、「春日小

学校おやじの会」が筑紫地区交通安全協会春日支部の

協力を得て行ったものです。

　参加者は、交通安全指導員による講話と啓発ビデオ鑑

賞の後、自転車の安全運転の体験をしました。子どもた

ちは、一旦停止や信号機のある交差点での右折などの方

法を確認できる模擬コースを自転車で走り、自転車の交

通ルールを再確認していました。

K A S U G A         C I T Y13
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奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館 

企
画
展
開
催

　

同
資
料
館
で
は「
暮
ら
し
と
道
具
の

い
ま
む
か
し
〜
昔
の
暮
ら
し
再
発
見
！

〜
」と
題
し
、企
画
展
を
行
い
ま
す
。

　
「
無
駄
に
し
な
い
」生
活
を
し
て
い
た

昭
和
30
年
代
以
前
の
人
々
の
暮
ら
し
の

工
夫
を
、電
化
以
前
の
生
活
道
具
や
写

真
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
て
解
説
し
ま

す
。

　

入
館
は
無
料
で
す
。

日
程　

12
月
13
日
㈯
〜
平
成
21
年
２
月

15
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）

場
所　

同
資
料
館
特
別
展
示
室（
岡
本

３
ー
57
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

春日市役所
1（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

福
岡
女
学
院 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

12
月
23
日
㈫

午
後
４
時
30
分
〜
７
時

（
開
場　

午
後
４
時
〜
）

場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル（
福
岡
市
中
央
区
天
神

１
ー
１
ー
１
）

演
目　
「
メ
サ
イ
ア
」よ
り

入
場
券　

３
，０
０
０
円（
全
席
自
由

席
）

※　

入
場
券
は
福
岡
女
学
院
な
ど
で
販

売
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
女
学
院

（
５
８
１
）１
４
９
２

（
５
７
５
）２
４
８
０

介
護
予
防
事
業 

介
護
予
防
運
動
ス
タ
ジ
オ

　

65
歳
以
上
の
元
気
な
人
向
け
の
介
護

予
防
運
動
教
室
で
す
。体
は
い
く
つ
に

な
っ
て
も
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
運
動
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容

▽
平
成
21
年
１
月
12
日
㈪　

エ
ア
ロ
ビ

ク
ス

▽
１
月
19
日
㈪　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽
１
月
26
日
㈪　

ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
な
ど

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　

１
回
２
５
０
円

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参

加
希
望
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

介
護
予
防
教
室 

「
転
ば
ん
塾
」

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
が
、や

や
虚
弱
傾
向
に
あ
り
、体
力
に
自
信
が

な
く
な
っ
て
き
た
高
齢
者
の
た
め
の
運

動
教
室
で
す
。

対
象　

次
の
う
ち
、３
つ
以
上
に
該
当

す
る
体
力
度
の
人

▽
手
す
り
や
壁
を
使
わ
な
い
と
階
段
を

上
れ
な
い

▽
何
か
に
つ
か
ま
ら
な
い
と
、い
す
か

ら
立
ち
上
が
れ
な
い

▽
15
分
間
続
け
て
歩
け
な
い

▽
１
年
以
内
に
転
ん
だ
こ
と
が
あ
る

▽
転
倒
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い

※　

事
前
に
面
接
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
程　

平
成
21
年
１
月
13
日
〜
３
月
24

日
の
毎
週
火
曜
日

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

※　

身
体
状
況
に
応
じ
て
、送
迎
を
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

内
容　

転
倒
予
防
の
た
め
の
運
動
実
技

講
師　

誠
愛
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院　

健
康
運
動
指
導
士

参
加
費　

１
回
２
５
０
円

申
込
方
法　

１
月
８
日
㈭
ま
で
に
、電

話
な
ど
で
参
加
希
望
を
伝
え
る

※　

体
験
利
用
も
で
き
ま
す
。希
望
す

る
場
合
は
、事
前
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会 

献
血
に
ご
協
力
を

　

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、す
べ
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、４
０
０
㎖
献
血
の
み
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日
時　

12
月
26
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

同
協
議
会（
市
福
祉

計
画
課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

　7月から、春日・大野城・那珂川消防本部のファッ
クス専用緊急通報番号を、「☎（582）1144」から電
話番号と同じ「☎119」に変更しています。
　聴覚障害がある人や発語が困難な人は、特に注
意してください。
問い合わせ先　同消防本部

（584）1191　 （584）1240

春日・大野城・那珂川消防本部
ファックス専用緊急通報番号を変更
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福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校 

訓
練
生
募
集

対
象　

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人

で
、就
職
の
意
志
が
あ
り
、訓
練

な
ど
の
健
康
面
で
集
団
生
活
に

支
障
が
な
い
人

▽
身
体
障
害
者　

身
体
障
害
者
手
帳
取

得
ま
た
は
取
得
可
能
な
人

▽
知
的
障
害
者　

療
育
手
帳
取
得
ま
た

は
知
的
障
害
者
と
認
め
る
判
定
書
を

提
出
で
き
る
人

※　

身
体
障
害
、知
的
障
害
以
外
の
障

害
が
あ
る
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

授
業
料　

無
料

応
募
方
法　

平
成
21
年
１
月
８
日
㈭
ま

で
に
、住
居
地
を
所
轄
す
る
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定

所
）で
職
業
相
談
の
上
、入
校
願

書
と
健
康
診
断
書（
様
式
指
定
）

を
提
出
す
る

※　

応
募
書
類
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
り
ま
す
。

　

募
集
訓
練
科
や
定
員
な
ど
、詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
校（
北

九
州
市
若
松
区
大
字
蜑あ
ま
す
み住

１
７
２
８
ー
１
）

０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

０
９
３（
７
４
１
）１
３
４
０

h
ttp

:/
/

fu
k

u
o

k
a

s
s

n
k

.
googlepages.com

/

夫
婦
で
子
育
て
を
考
え
よ
う 

パ
パ
マ
マ
教
室

対
象　

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
３
月
・
４
月
の
妊
婦
と

そ
の
夫

日
時　

平
成
21
年
１
月
17
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
助
産
師
に
よ
る
話「
お
産
の

仕
組
み
と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習

な
ど
）

定
員　

20
組（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　

一
組
４
０
０
円

申
込
方
法　

12
月
18
日
㈭
〜
平
成
21

年
１
月
９
日
㈮
に
、電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
、生

年
月
日
、電
話
番
号
、出
産
予
定

日
を
伝
え
る

※　

当
日
は
、母
子
健
康
手
帳
を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

　家庭の年間エネルギー使用量の22％は暖房が占めており、冷房よ
りも多くのエネルギーを消費しています（図参照）。
　そこで、今回は冬に消費が増える暖房を中心に、エコライフのコツ
を紹介します。
▷設定温度を20℃にし、肌寒さを感じるときは、衣服を一枚増やし

て調整しましょう。
▷暖かい空気は部屋の上の方にたまるため、扇風機などで空気を循

環し、部屋をまんべんなく暖めましょう。
▷カーテンを床までいっぱいにつるしたり、すき間ができないよう

にぴったりと閉めたりして、熱を逃がさないようにしましょう。
▷電気カーペットやこ

たつの下に断熱シー
トを敷いて、熱を効率
的に利用しましょう。

▷たまねぎや大根、ご
ぼうなどの根菜は、体
を温める野菜です。根
菜たっぷりの鍋やし
ょうが湯で、体を芯か
ら温めれば暖房いら
ずです。

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
、

海
外
渡
航
中
に
医
療
機
関
で
治
療
を

受
け
た
場
合
、申
請
に
よ
り
、保
険
の

適
用
範
囲
内
で
医
療
費
の
払
い
戻
し

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

た
だ
し
、治
療
目
的
で
の
渡
航
の

場
合
な
ど
は
支
給
対
象
外
で
す
。

　

申
請
書
類
な
ど
は
、国
保
年
金
課

窓
口
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
療
養
費
支
給
申
請
書

▽
診
療
内
容
明
細
書

▽
領
収
明
細
書

※　

こ
れ
ら
の
書
類
が
外
国
語
で
書

か
れ
て
い
る
場
合
は
、日
本
語
の

翻
訳
文（
翻
訳
者
の
氏
名
・
連
絡
先

も
記
載
）を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

渡
航
中
の
治
療

　
　
　
「
海
外
療
養
費
」
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も
の
づ
く
り
人
材
育
成
講
座 

一
日
コ
ー
ス
受
講
者
募
集

　

製
造
業
に
興
味
の
あ
る
人
や
早
期
就

職
を
目
指
す
人
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
高
め
た
い
人
の
た
め
の
講
座

で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
、お
お
む
ね

35
歳
未
満
の
休
職
中
の
人

期
日　

平
成
21
年
１
月
９
日
㈮
・
19
日

㈪
、２
月
３
日
㈫
・
９
日
㈪
・
16

日
㈪
の
う
ち
１
日

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　

福
岡
県
若
年
者
し
ご
と
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
中
央
区

天
神
１
ー
４
エ
ル
ガ
ー
ラ
12

階
）

定
員　

各
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

も
の
づ
く
り

事
務
局

（
７
１
５
）７
５
６
０

（
７
８
１
）６
１
０
５

http://w
w

w
.acrjc.jp

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業 

技
能
講
習

　

㈳
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
は
、働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
た
め
に
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

60
歳
〜
69
歳
の
求
職
中
の
人

※　

就
業
中
の
人
や
、過
去
１
年
間
に

同
連
合
会
主
催
の
講
習
を
受
講
し
た

人
を
除
き
ま
す
。

○
介
護
事
務
講
習

日
時　

平
成
21
年
１
月
20
日
㈫
〜
29

日
㈭（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

第
７
岡
部
ビ
ル（
福
岡
市
博

多
区
博
多
駅
前
２
ー
20
ー

15
）

申
込
期
限　

１
月
６
日
㈫

○
樹
木
・
緑
地
管
理
講
習

日
時　

平
成
21
年
１
月
21
日
㈬
〜
２

月
５
日
㈭（
土
・
日
・
月
曜
日

を
除
く
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

福
岡
県
立
四
王
寺
県
民
の

森（
宇
美
町
大
字
四し

お

う

じ

王
寺

２
０
７
）

申
込
期
限　

１
月
７
日
㈬

定
員　

各
25
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
、市
福

祉
計
画
課
に
あ
る
申
込
用
紙
を

郵
送
す
る（
い
ず
れ
も
申
込
多

数
の
場
合
抽
選
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
４
１
４
）０
２
８
７

（
４
１
４
）０
２
９
７　

身
近
な
自
然
を
感
じ
よ
う 

冬
の
野
鳥
観
察
会

　

野
鳥
観
察
の
専
門
家
と
一
緒
に
、身

近
な
自
然
を
感
じ
る「
野
鳥
観
察
会
」を

行
い
ま
す
。魅
力
あ
ふ
れ
る
野
鳥
の
世

界
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
人（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日
時　

平
成
21
年
１
月
10
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分

場
所　

白
水
大
池
公
園（
大
字
下
白
水

２
０
９
ー
１
）

定
員　

30
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

12
月
25
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、希
望
者
全
員

の
氏
名
、年
齢（
学
年
）
、性
別
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

詳
し
い
内
容
は
、申
込
後
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.

jp

　

自
転
車
は
道
路
交
通
法
に
規
定
さ

れ
た
軽
車
両
に
あ
た
り
、同
法
に
違

反
す
る
と
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

利
用
す
る
場
合
の
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
原
則
と
し
て
、歩
道
を
走
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

3
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
5
万

円
以
下
の
罰
金

▽
車
道
の
左
端
を
走
り
ま
し
ょ
う
。

3
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
5
万

円
以
下
の
罰
金

▽
自
転
車
通
行
可
の
歩
道
も
、歩
行

者
が
優
先
で
す
。自
転
車
は
車
道

寄
り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

2
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料

▽
飲
酒
運
転
は
厳
禁
で
す
。

5
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
1
0
0 

万
円
以
下
の
罰
金

自
転
車
走
行
の

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

▽
2
人
乗
り
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

5
万
円
以
下
の
罰
金

▽
2
台
以
上
の
並
進
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

2
万
円
以
下
の
罰
金
お
よ
び
科
料

▽
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

5
万
円
以
下
の
罰
金

▽
信
号
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

3
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
5
万

円
以
下
の
罰
金

▽
一
時
停
止
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

3
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
5
万

円
以
下
の
罰
金

▽
携
帯
電
話
を
扱
い
な
が
ら
の
運
転

や
傘
さ
し
運
転
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

5
万
円
以
下
の
罰
金

問
い
合
わ
せ
先　

道
路
防
災
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
４
３

元
気
が
で
る 

麻
雀
教
室

中
・
高
年
向
け
の（
お
金
を
）賭
け
な

い
、（
タ
バ
コ
を
）吸
わ
な
い
、（
お
酒
を
）飲

ま
な
い
が
条
件
の
健
康
麻
雀
教
室
で
す
。

日
時　

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）

会
費　

各
回
１
，０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

白し
ろ
の野

（
５
５
２
）２
７
３
９
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日
本
遺
族
会 

慰
霊
友
好
親
善
事
業

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
で
の
戦
没
者
遺
児

に
対
し
て
、慰
霊
追
悼
と
、現
地
の
人
た

ち
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
た
め
の
事

業
を
行
い
ま
す
。

対
象　

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
で
の
戦
没
者

の
遺
児
で
、こ
れ
ま
で
参
加
し

た
こ
と
が
な
い
人

日
程　

平
成
21
年
２
月
16
日
㈪
〜
21
日

㈯（
６
日
間
）

集
合
場
所　

東
京
都

参
加
費　

10
万
円

※　

別
途
、集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費

な
ど
が
必
要
で
す
。

定
員　

15
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
方
法　

12
月
25
日
㈭
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、参
加
希

望
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
遺
族

連
合
会

（
７
６
１
）０
０
１
２

（
７
８
１
）２
０
５
６

自
衛
官 

採
用
試
験

募
集
種
目　

自
衛
隊
生
徒

対
象　

平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
、15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、

中
学
校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教

育
学
校
の
前
期
課
程
修
了
者

募
集
期
限　

平
成
21
年
１
月
６
日
㈫

試
験
日　

１
月
10
日
㈯

※　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

は
、平
成
21
年
４
月
か
ら
採
用
を
計

画
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
採
用
は
関

係
す
る
法
律
の
改
正
を
前
提
と
し
て

い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
福
岡

地
方
協
力
本
部
福
岡
地
区
隊
春

日
分
駐
所

（
５
９
１
）７
４
５
０

協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

工
業
統
計
調
査

　

経
済
産
業
省
は
、工
業
統
計
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

対
象　

製
造
業
を
営
む
事
業
所

調
査
基
準
日　

12
月
31
日
現
在

問
い
合
わ
せ
先　

地
域
づ
く
り
課
商
工

農
政
担
当

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３

提
出
し
て
く
だ
さ
い 

看
護
職
員
な
ど
の
業
務
従
事
者
届

　

看
護
職
員
な
ど
の
免
許
に
係
る
業
務

に
従
事
し
て
い
る
人
は
、２
年
ご
と
に

住
所
、氏
名
な
ど
を
届
け
出
る
こ
と
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、所
定
の
用
紙
を
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

▽
保
健
師
▽
助
産
師
▽
看
護
師

▽
准
看
護
師
▽
歯
科
衛
生
士
▽

歯
科
技
工
士

提
出
先　

勤
務
地
の
県
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
ま
た
は
北
九
州
市
、福

岡
市
、大
牟
田
市
、久
留
米
市
の

各
保
健
所

※　

届
出
用
紙
は
、県
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
や
各
保
健
所
に
置
い
て
い
ま

す
。ま

た
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

印
刷
で
き
ま
す
。

提
出
期
限　

平
成
21
年
１
月
15
日
㈭

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
保
健
医
療
介

護
部
医
療
指
導
課

（
６
４
３
）３
２
７
６

（
６
４
３
）３
２
７
７

http://w
w

w
.pref.fukuoka.lg.jp

　福岡県産業別最低賃金が表のとおり改正されます。
　なお、これらの産業別最低賃金に該当しない業種は、平成20年
10月5日から改正されている福岡県最低賃金（時間額675円）が適
用されます。
　また、派遣労働者には、派遣先の産業別（地域別）最低賃金が適用
されます。
◆産業別最低賃金表

※1　百貨店,総合スーパーとは、衣・食・住にわたる各種商品を小
売する事業所で、その事業所の性格上いずれが主たる販売商品
であるかが判別できない事業所であって、従業者が常時50人以
上のものをいいます。

※2　各種商品小売業の最低賃金は、平成15年〜 20年度は改正さ
れていません。

問い合わせ先　福岡労働局基準部賃金課
（411）4578　 （411）2633

産業 最低賃金額 効力発生日
製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、
鋼材製造業 1時間 800 円

平成20年
12月10日

電子部品・デバイス・電子回路、電気
機械器具、情報通信機械器具製造業 1時間 766 円

輸送用機械器具製造業 1時間 786 円

百貨店 , 総合スーパー※ 1 1時間 740 円

自動車（新車）小売業 1時間 781 円

各種商品小売業※ 2 1時間 710 円 平成14年
12月10日

福岡県産業別最低賃金
改正されます

福岡県産業別最低賃金
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たんぽぽメール

　子育て支援センターを知っていますか。今年で開設5年目
を過ぎようとしていますが、まだ知らないという人もいるよ
うです。
　今回は、子育て支援センターで行っていることについて紹
介します。
○遊び場の提供
　「たんぽぽルーム」は就学前の乳幼児とその保護者の遊
びの広場です。気軽に遊びに来てください。
利用日時　火〜日曜日　午前10時〜午後5時

○子育て相談・こども相談
　0歳〜18歳の子どもとその家族の相談を受けています。

▷電話相談　月〜土曜日、午前9時30分〜午後6時
▷面談相談　事前に相談希望日時を予約
※　メールでの相談も受け付けますが、相談者と一緒に考
えていきたいので、電話か面談での相談をおすすめしま
す。

相談専用電話　 （584）1015
相談メール　 ko_sodan@city.kasuga.fukuoka.jp

◆作ってみよう 「スマートサンタさん」◆

材料　▷トイレットペーパーの芯▷画用紙▷リボン▷ビ
ニールテープ▷ひも

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
豚
や

馬
、
鳥
類
な
ど
人
間
以
外
の
動
物
だ

け
が
か
か
っ
て
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
が
人
間
に
も
う
つ
る
よ

う
に
な
り
、
さ
ら
に
人
間
同
士
で
う

つ
る
よ
う
に
変
異
し
た
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
発
症
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
誰
も
か
か
っ
た
こ
と
が

な
い
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
へ
の
抵
抗
力

を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

短
期
間
で
多
く
の
患
者
が
発
生
す
る

こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

流
行
は
、
い
つ
起
こ
る
の
？

こ
れ
ま
で
の
流
行

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
こ
れ

ま
で
も
周
期
的
に
流
行
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
流
行
の
間
隔
は
、
数
年

か
ら
数
十
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、直
近
に
流
行
し
た
香
港
か
ぜ（
Ｈ

３
Ｎ
２
）か
ら
す
で
に
40
年
近
く
経

過
し
て
い
ま
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
関
係

　

現
在
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

毎
年
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

違
う
の
？

季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

毎
年
冬
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
Ａ
ソ
連
型（
Ｈ
１
Ｎ
１
）、
Ａ
香

港
型（
Ｈ
３
Ｎ
２
）、Ｂ
型
の
３
種
類
で
、

少
し
ず
つ
変
異
し
な
が
ら
流
行
を
続
け

て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
過
去

の
感
染
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
っ
て

基
礎
免
疫
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
効
薬（
抗
ウ
イ

ル
ス
剤
）な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

重
症
化
や
さ
ら
な
る
感
染
を
予
防
し
て

い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
基
礎
知
識
①

ル
ス（
Ｈ
５
Ｎ
１
）が
、
鳥
類
の
間

で
流
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
構
）に
よ
れ
ば
、

３
８
７
人
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す（
２
０
０
８
年
10
月
）。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ヒ
ト
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
混
ざ
る
と
、
特
に
変

異
が
起
き
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
発
生
す
る
の
か
を
正
確
に
予
測
す

る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
す
。
し
か

し
、
周
期
的
に
発
生
す
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
た
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き

の
準
備
が
大
切
で
す
。

　

次
回
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
と
対
策
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。

　

出
現
す
る
と
、
国
民
の
４
人
に
１
人
が
感
染
す
る
と
予
測
さ
れ

る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。

　

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク（
世
界
的
大
流
行
）に
備

え
ま
し
ょ
う
。 〜

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
っ
て
な
に
？
〜
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悩み／高齢者／子ども／障害者／女性／人権　相談窓口
■悩みの相談
心配ごと相談  ☎（581）7225
毎週水曜日／10時〜 15時／
春日市社会福祉センター 4階
不安・悩み電話相談
☎（741）4343 ／ 24時間受付
／福岡いのちの電話

■高齢者のための相談
シルバー 110番
☎（584）3344  5（584）3354
月曜日を除く毎日／受付9時
〜 16時／高齢者総合相談セ
ンター（クローバープラザ内）

高齢者のあらゆる相談

▽北地域包括支援センター
☎（589）6227  5（589）6228

▽南地域包括支援センター
☎（595）8188  5（595）6069
いずれも8時30分〜 17時

■子どもに関する相談
子育て・子どもの悩み相談
☎（584）1015  5（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜 18時
／子育て支援センター家庭児
童相談室（すくすくプラザ内）

子どもの権利110番（電話相談）
☎（752）1331 ／毎週土曜日
／ 12時30分〜 15時30分／
天神弁護士センター

■障害者のための相談
聴覚障害者のためのファック
ス悩み相談　5（721）4343
月〜金曜日9時〜 18時／土曜日
9時〜 13時／福岡いのちの電話

■女性のための相談
暴力・セクハラの相談 
☎（513）7335 ／月〜金曜日
／10時〜 17時／ちくし女性
ホットライン

女性総合相談 ☎（584）1266
月曜日を除く毎日／受付9時
30分〜 16時（金曜日は18時
〜 20時30分も）／あすばる
相談室（クローバープラザ内）

性犯罪などの電話相談
☎（632）7830 ／月〜金曜日
／ 8時30分 〜 17時15分 ／
福岡県警ミズ・リリーフ・ライ

ン
■人権相談
定例人権相談
☎（584）1111 5（584）1153
第1火曜日／10時〜15時／市
役所2階市民相談室

人権相談
☎（922）2881  5（922）3342
月〜金曜日／ 8時30分〜 17
時／福岡法務局筑紫支局

市の人口   11/15現在

◎総人口  109,316人

女 　55,984人

男　 53,332人

◎世帯数  43,717世帯

＜広告欄＞



冬野菜のシチュー
材料（4人分）
チキンブイヨン（水でも可）････100cc
水･･････････････････････････400cc
牛乳････････････････････････200cc
コンソメ･･････････････････････10g
ホワイトルウ（粉末）････････････80g
塩・こしょう･･･････････････････少々
鶏もも肉（一口大に切る）･････････････････････120g
白菜（2㎝に切る）････････････････････････････120g
かぶ（食べやすい大きさに）･･･････････････････100g

人参（食べやすい大きさに）････････････････････50g
カリフラワー（食べやすくし、軽くゆでる）･･･････50g
しめじ（石突きを落としてほぐす）･･････････････50g
バター（サラダ油でも可）･･･････････････････････5g
作り方
①バターで鶏肉を炒め、かぶ・人参・しめじも加える。
②水・チキンブイヨン（あれば）とコンソメを入れ、野菜

に火が通るまで中火で煮込む。
③火を止めホワイトルウを入れて溶かす。牛乳を加え、

再度弱火にかける。温まったら白菜・カリフラワーを
入れ、塩・こしょうで味を整える。

にんじん畑

今日の給食なぁに？
今月の給食

12月10日の給食

　市内全中学校で行う弁当箱形式の給食「選択制給食」では、
管理栄養士がバランスのよい献立を作成しています。
　また、毎日の食事の中で不足しがちな食物繊維を多く含む
食材を給食の中で積極的に取り入れた「ファイバー献立」を
月に1回行っています。　　　　　  （春日市教育委員会）

PICKUP

▲ 八穀米、ハンバーグトマトソース、こふき芋、
ブロッコリー、冬野菜のシチュー

▲ 八穀米、ハンバーグトマトソース、こふき芋、
ブロッコリー、冬野菜のシチュー

シチューの素で
代用する場合は、
その分量に合わ
せて調節

奴国の青銅器工房

　須玖岡本遺跡跡坂本地区（岡本1丁目）は、弥生時代の青銅器生産工

房としては全国最大規模のものです。写真は、平成2年度の一次調査で発

見された青銅器工房の一つです。

　奴国の工人たちは、このように

周囲に溝を巡らせた堀立柱建物

で多くの青銅器を作っていまし

た。溝は、建物内部の湿気を抜く

ために掘られたものと考えられま

す。また、複雑に重複する柱穴は、

幾度も工房が建て替えられたこと

を示しています。

（奴国の丘歴史資料館）

寒冷の候
　秋のさまざまな行事も終わり、取材
も一段落。気が付けばもう師走。地球
温暖化が進んでいるとはいえ、やっぱ
り冬は寒い。
　先月は福岡で20年ぶりの初雪とな
り、里山の自然林ではすっかり冬枯れ
の景色に様変わり。地味ではあるが、
なかなか味わい深いものがある。
　このすばらしい自然を守っていくた
めにも、暖房の節約に努め、エコライ
フを心がけていきたい。　　　　ＮＮ

写真：難所ヶ滝　氷結
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